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る時,、その中で も,女性の就業と出産 タイ ミングとの関係について分析 した も
のには,H&ppel,mlandLow[1984],Vijverberg【1984]やCign〔)[1991]な
1)出 産 タイ ミン グの モ デ ル分 析 に 関す るサー ベ イにつ い ては,大 淵 他[1998],Gustafド鳴n
L2001」を参照、また,日 本 にお ける女性 の就業 と出産 タイ ミングとの関係について の実証分 析
には,小 島[1995],樋口 ・阿部[1999],永瀬[1999],権丈12001]などが ある.
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どがある。女 性の就業 に関 して,HappelやCignoは出産 ・育 児 による人的資
本の損失 や労働時 間 と人 的資本(賃 金)と の関係 に,Vijverbergは労働時 間
と余暇時 間 と育児時 間の時 聞配 分に注 目 し,出 産 タイ ミングにつ いて分析 を
行っている。本論で は,出 産が女性 の就業 に与 える影響の中で も出産前 後の就
業形態 の変化 と出産 によるペナルテ ィ(出 産後 の賃金低下)に 注 目し,女 性 の
就業 と出産期の関係 について,静 学 モデルを用いて分析 を試み る、,モデルの中
で は,就 業形態が多様 化 しつつ ある現状 を踏 まえ,就 業形態 と出産期 の関係 に
つ いて考察す る、そ して,出 産 が就業 に与 える影響 によって出産期が どのよ う
に変化す るのか とい うことを考 察す る。
本論で は,家 族経済学の立場 から出産期 について検討 す る。つま り,家 計内
生産 に投入 され る市場 財 と生活時 間は出産期 に依存す るとし,家 計内生産物 を
最大 にす るよ うに出産期が決定 されて いる とす る2)。本論 では,女 性 の就業 パ
ターンを,出 産前 の就業形態 は正規就業 と し.出 産後 の就業形態 につ いては正
規就業 と非正規就 業 と短時 間正規就業の ケー スがあ ると仮定す る。そ して,就
業形態 によって,賃 金体系 と労働時間が異な るもの とす る。賃金率 は,正 規就
業 と短時間正規就業で は賃金 プロフ ァイルに従 うもの とし,非 正規就業で は一
定 とす る。 また,単 位期 間当た りの労働 時間は,正 規就業で は外生変数 とし,
短時問正規就 業 と非正規就業で は内生変数 とす る。なお,出 産後 の就業形態が
正規就業 と短時間正規就業 のケースでは,出 産によるペナルテ ィ(出 産後の賃
金低下)が ある もの とす る:`)。本論 の分析 では,次 のこ とが いえた。出産後の
就業形態が正規就 業の場合で は,ど の期 を出産期 に選択 して も無差別の ケース
と.初 期 か出産限界期 に出産す るケースが導 出された。一方,出 産後の就業形



















砺期は出産限界期,'尺期は退職期(最 終期)を 表 し,≠。期 と晦期 と顔期は所
与とする。なお,晦 期以降,出 産は不可能であるとする。女性 の就業形態に
ついては,出 産前は正規就業 とし.出産後は正規就業,非 正規就業,お よび短
時間正規就業のケースがあるとす る4)。なお,こ こでは,簡 単化のために出







4)な お,非 就 業(専 業主婦)は,短 時 間正規就業や非正規就 業で労働時間が0と なる場合 である,1
5)新 谷[1998]によ り,女性 の退職 タイ ミングが結婚か ら出産に シフ トしてい ることが指摘 され
てい る。なお,結 婚が就業 に影響 を与える場 合につい ては,'。期 を就業開始期,ま8期を結婚 期と
し,結婚期を導出するモデルに変えることも可能であ る.
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産によるベナ ルテ ィに よって出産後 の賃金が低下す るとす る。
以下で は基本モデ ルを示す。家計 の効用関数 を次の ようにお く、
U二U(Z)(1)
ここで,Zは 家計 内生産物 を表 し,家 計内 において市場財 と生活時 間を投 入 し
て生 産され る もの とす る、
Z二方(¢z,Tz)(2〉
ここで.勘 は市場財,Tzは 生活時間を表 してい る。 なお,(1〉式 と(2)式は
ともに凹関数で,微 分可能性な どの通常 の仮定 は満 たされ てい るもの とす る。
この とき,家 計 の予算制約 は以 トのよ うに与 え られ る。
ρz均二%(顔,'、)+鴎、(=レv)(3)
死 は 鋤 の市場 価格 を表 し、簡単化 のた め加=1と す る。 また.隅 は女 性 の
生涯所 得,功 は出産期,」'(0≦Z'≦1)はf期の女性 の市 場労働 時間.臨 は夫









以下で は,出 産後の就業 形態 が正規就業,非 正規就業,短 時 問正規就業 の
ケー スにつ いて,そ れぞれ最適出産期 と最適労働時 間を導出す る。以下では,
各変数に就 業形態 ご とに統一 のスーパース クリプ トをつ ける。 スーパ ースク リ
プ トについ て,Fは 正規就 業,Pは 非正規就 業,3は 短時間正規就業 を表す も
のとす る。
6)夫 の就業形態は正規雇用す る。 そのため,夫 の生活時間はゼ ロとなる.
女性の就業形愚と出産期の選択(99)23
2正 規 就 業
まず,出 産後の就業形態が正規就業 のケースについて考察する。正規就業 の
ケースで は,云期 の単 位期 間あた り賃金 は 躍f;躍F(f)とし,各 期 の賃金率 は
一般 的な賃 金プロフ ァイルに従 うもの とす る。ωfにつ いては43げ/観〉0か つ
4物f纏2<0が 成立 してお り,微 分可能性 な どの通常 の仮定 は満たされてい る
もの とす る。本論で は,出 産 のペ ナルテ ィによる賃金率 の低 下を 嬬 で表 し,
出産 によ るベ ナルテ ィが あ る場 合.出 産期以 降,つ ま り曜 期以降 の賃 金 カー
ブが 嬬 だ け下方 にシフ トす る と仮定 す る。また,正 規就業 の ケー スでは毎期
の労働時 間は1と す る。従 って,こ のケー スでは生活 時間は 既=0と な り,
彫 を最大 化する出産期 が選択 され る。
以 下で は,婦 につ い て.(F-1)嬬 が ゼ ロ,つ ま り出産 によ るペナ ルテ ィ
のない ケー ス,(F-2)出産期 に関わ らず 嬬 がア 定の ケース,そ して(F-3)
婦 が 出産期 に依存す るケースにわ け,そ れぞれ出産期を導 出す る。
(F-1)まず初 めに,砿=0.つ ま り出産に よるペ ナルテ ィはない ケー スに
つ いて検 討す る。 このケースでは,出 産期 に関わ らず 罪 の値は同 じで あ る。
従 って,こ のケースで は,出 産期 に どの期 を選択 して も無差別であ る。
(F-2)次に,娚=曜,つ ま り出 産期 以降 の賃 金低 下は,出 産期 に関 わ ら
ず一定のケースにつ いて検討す る。 この ケースでは,Pγは,
匹γ一∫》F(ぽ)4'一(扁)曜+肱(5)
と表 され る。 昭 は 雌 の単調増加 関数で あるため,昭 が最 大 とな るのは 雌=∫R
の ときで あ る。 しか し,本 論で は 幽 期以 降は出産が不可能で あ るた め,こ の
ケー スで は,晦 期が 出産期 に選択 され る。
(F-3)最後に,みgダ・=嬬(⑳,つ ま り出産期以降の賃金低下が,出 産期 に依
存す るケースにつ いて検討す る、,娚と∫5の関係 につい ては,次 の2ケ ースが
あ る。 まず は,出 産期 に従 い ペナ ルテ ィが小 さ くなる ケー スで,4嬬 〃醒<0









鯉 一承 塔)一4遡(渉 .一醒)(7)∂纏 麗
が導出される。
まず,4嫉 盈6<0の ケー スについ て考察 す ると,(7)式 はプ ラスに なるた
め,(F-2)と同様 に出産 期 は 砺 期 となる こ とが いえ る。次 に,4砿 盈5>0
のケースにつ い て考 察す る と,出 産期 は'。期 か 晦 期 となる場 合 と,雌 期('。
≦婿≦診β)となる場合があ ることがいえる'1。
以上 よ り、ペ ナルテ ィが出産期 に従 って小 さ くなる場合 では出産期 は 砺 期
とな り,逆 にペ ナ ルテ ィが 出産期 に従 って大 きくなる場 合で は出産期 は ま。期
か 碗 期 とな るか,あ るい は1蚕('。<纏<fβ)期となる。
3非 正規就業
次に,出産後の就業形態が非止規就業のケースについて検討する,,非正規就
7)2階 導関数 を導出する と,
鐙=2璽_璽(,,_躍)
∂∫ヂ4'霧4雌z
が得 られ る。上式 の符号が プラスであ る場合、 四 が最大 となるのは 躍='oまた は'Rであるた
め.こ のケー スでは出産期は ≠D期か'8期にな る・一方・上式の符号が マイナ スである場合は・
出産期 は(7)式を ゼロ とお き得 られ る1階 の条件 を満たす ま5(`。≦堪≦～8)となる。 ブラ スとな
る た め の 十 分 条 件 は.42嫉濯曜 くOで あ る、 ま た,マ イ ナ スに な る た め の 必 要 条 件 は
4励惚 ザ>0で ある。つ ま り、出産期(再 就職時 の年齢)に 従 い,ペ ナ ルティの増加分 が大 き
くなる場合,出 産期がf5(∫。≦曜≦`β)となるケー スが導出される。
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業の ケー スで は,単 位期 間あた り賃金率 を 躍Pとし,各 期 につ いて一定 とす る。
また,毎 期 の労働 時間JP(O≦パ≦1)は 内生変数 と し,簡 単化 のため各期 につ
い て同 じであ るとす る。 この とき,毎 期の賃金は 〆〆 となる。
以下 で は.躍Pが(P-1)出 産期 に対 して 中立 的 なケース と,(P-2)出産期
に依存す るケー スについて,そ れぞれ最適出産期 と最適労働 時問を導出する、,
(P-1)まず初め に,甜P=ガ,つ ま り非正規就業 の賃 金率 が出産期 に対 して




と表 され,生 活時間 は,
窃=(1一め(`R一`5)(9)
とな る。 このケー貞について2階 の条件 を導出す る と,縁 つ きヘ ッセ行列式 は
マ イナスとなる8♪。従 って,出 産期 は 塔='。または'βとな り,労働 時聞は 〆ニ0
また は1と な るこ とが い え る。 つ ま り,こ の ケー スで は次 の4つ の就業 パ
ター ンが考 えられ る、診。期(初 期)に 出産 して専業 主婦 にな るか,診。期 に出産
して労働 時間'Pニ1で 非正規労働者 として就業す るか,あ るい は 砲 期(出 産
限界期)で 出産 して専業 主婦 になるか,功 期で出産 して労働 時問IP=1で 非
正規労働 者 として就 業するかで ある。 どのパ ター ンが選択 され るか は,正 規就
業 と非正規 就業の賃 金水準,家 計 内生産性。:および夫 の所得 に依存す る',。
8)ラグランジ山関数から縁つきヘッセ行列を求めると,
P一一4響 〉{轟 一駅 器 一λ)く・
が得られる・上式について・1階の条件より(器 一λ〉>・が劇 している・
9)た だ し.労 働時問が1の ケースについ ては,出 産後 に正規労 働者 として就業 したほ うが生涯所
得が大 きくなる場合 は.正 規就業が 選択 され る.さ らに,初期 に出産 して労働時 問1'で非正 規労
働者 として就 業する とい う就業 パ ターンが選択 され るケー スについては次 の ことが いえる。この
ケー スでは,出 産前 も正規就 業よ り非正規就業 を選択す るほ うが,家 計 内生 産物が大 き くなる.
そ して,出 産前の就業形旗 が非正 規就業 の場合で は,出 産期は巾立的 となる.従 って,非 正 規就












が得 られ る。(10)式の符号 は右辺左 は しの カ ッコ内の符号に依存す る。(10)式
が プラス にな る と,最 適 出産期 と最適 労働時 間 は1階 の条件 を満 たす 渉右(f。
≦躍≦;'8〉と 玖0≦ 〆≦1)と なる。逆 に,(10)式が マ イナ スにな ると,出 産
期 は 雌;あ または 傷 とな り,労 働時 問は1P=0ま た は1と な る。以下で は,
(10)式が プ ラスにな るための条件 につ いて考察す る1【,)。(10)式が プ ラスにな る
可 能 性 が 最 も高 い の は,伽 編4伍>0か つ4劾 癩 げ<0で あ る。 ま た,
伽 翻4躍<0が 成立す る ときは,4劾 灘 ザ<0が 必要条件 とな る。つま り,非
正規就業 の賃 金率が 出産期 に従 って上昇す るか,あ るい は出産期 に従 って賃金
率 の低 下幅が大 き くなる場 合,出 産期 は'蒼('。≦蝦≦∫β)とな り,労 働時 間 は




10)(10)式の右 辺の左端 カ ッコ内について は,内 生 変数が複雑 に入って きてい るため,こ こで は












となる。同様 に2階 の条件 を導出す ると,縁 つ きヘ ッセ行列式 はマ イナス とな
るID。従 って.出 産期 は 堪=ち または ♂8とな り,労 働 時間 は1s=0ま た は1
なる。つま り,こ のケースで は,初 期か出産限界期 に出産 し,専 業主婦 にな る
か フルタイムで就業 す ることになるぼ。
(S-2)次に,砺=嬬(∫s),つ ま り出産期 以降の賃金低一ドが労働 時問 に依存
す るケースにつ いて検 討す る。蛎 と が の関係 につ いては,人 的資本や昇進 な
どの問題 を考慮 す ると,ド が増加す る と娚 は小 さ くな ると考 えられ るが,こ
こで は 嬬 と13の関係 について特定の仮定を置かず に分析 を進 める。 このケー
スで は,'期(珍 ≦渉≦JR)の賃金 は,」劾F(∫)一嬬(1S)とな る。 同様 に縁つ き
1D縁 つ きヘ ッセ行列式を導出する と.
P一礁 …島(∫1・伽 ず)2(器一λ)<・
…{鴇 め一　/一鰍⑳讐
が得 られ る、上式 の符号は.Aの 符 号に依 存す る.Aに ついて は.賃 金 プロフ ァイル 顧θFが凹関
数であ るため パ<0が 成立す る。以 上よ り,上式 はマ イナ スとなる。
12)ただ し.労 働時間1の 場合,出 産限界期 に出産 したほうか初期 に出産す るより常に生涯所得が
大 き くなるため.初 期 に出産 し,労 働時間1で 就業 するケースは選択されない.,
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ヘ ッセ行列式 を求 める と,そ の符号 につい て次 の ことが いえる】3)。行列式が プ
ラスになるための必要条件 は42嬬〃1s2>0であ り,マ イナ スとな る十分条件
は,42ω夢ん〃32<0とな る。
従 って,こ のケースで は4雌 冠'3の符号 に関わ らず,嬬 が凸関数 の場合,
出産期 は 堪(あ≦癖≦'β)とな り,労 働 時間は13(O:≦ド≦1)と なるケースが 導
出され るゆ。
(S-3)最後 に,嬬=雌(励,つ ま り出産期以降 の賃 金低下が出産期 に依 存
する ケースについて検討す る。娚 と堪 の関係 について は,正 規就業 のケース
と同様 に,出 産期 に従いペ ナルテ ィが小 さ くなる場合 と大 き くな る場合が考え
られる。 このケースについて縁 つ きヘ ッセ行列式 を導出 し,そ の符号が プラス
にな るための条件 について考察する'5)、,行列式が プ ラスになる 可能性 が最 も高
いの は,4娚/4堪<0か つ42蛎 冠」毒2>Oであ る。 また.4嬬 〃爾>0が 成立 す
るときは.42娚/4'書2>0が必要条件 となる旦。1,、
以上よ り,ペ ナルテ ィが出産期 に従 って減少す るか,あ るい は出産期 に従 っ
てペ ナル テ ィの増加 分が大 き くなる場 合,出 産期 は 徹 渉。:≦培愈 β)とな り,
労働 時間は 」3(0≦1s≦1)となるケー スが導出される。
廟 縁つ きヘ ッセ行列式 を導出す ると,
〃一{側1荊 欝}{(・一戸)〆(創嬬(戸)噌…卸 雅 一λ)
が得 られ る・上式 の符号は右辺左 は しのカ ッコ内の符号 に依 存 し・ カ ッコ内のAの 符 号につい
ては,脚 注ll)と同様 マ イナス となる,こ こで は先の ケースと同様 に,嬬(の の形状を 中心 に考
える.,
14)よ り詳細 には,'εが増加す る と 嬬 は小さ くな る('5が減少 す ると 雌 は大 きくな る)ケ ー ス
について は以下の ことがいえる。減 少前の労働時間が短いほ ど,労働 時間を減らす ことによるベ
ナルティの増加分が大 きくなる場合,'叡あ≦稻≦ら)と13(0≦戸≦1)となるケースが導 出され る。
15)縁つ きヘ ッセ行列式を導出する と,
ρ一{篇 擁一2響+(な一'毒)讐}{∫1綱2(器一λ)
が得 られ る。
16)これ は,出 産前 に蓄積 された技能が少ないほど,出 産 を遅 らす ことに よるベナルテ ィの減少分
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'。期 ま た は'B期
ωPニが
一
!。期 ま た は ∫β期 グ=0ま たは1非 正 規
就 業 嬬=〆('毒)
一
躍 期('。≦ 曜≦'∬) 'P(0:≦"1:≦1)
嬬=禰
一
f。期または砺 期 ～sニ0また は1
短 時 問





璃 期('o:≦麻 ≦'β) 1s(0≦'5≦1)
以上をまとめると第1表 のようになる、,出産後の就業形態が正規就業のケー








本節 では,第 π節 のモデルを用いて,非 正規就業 のケー スの(P-2)と短 時
間正 規就業 のケー スの(S-2)と(S-3)につ いて比較 静学分析 を行 う。醒 と
」*を下表 中の外 生変数 について微分 す る と,偏 微係 数の符号 は第2表 と第3
表 の ようになるゆ。
17)正規就業(F-3)の2階の条件が成立する場合について.他 の就業形態のケースと同様 に考えると.,














'毒* 's* '毒* '3*
輔 注) 十 一 十 十/一
陀湿 一 十 一 十/一
30(106)第172巻 第2号
第2表 非正規就業 第2表 よ り.非 正規就業
のケースで は,非 正規就業
の賃金率が低下す る と出産
期 が遅 くなる ことが いえる
が,労 働時 間の変化 につ い
ては不確定 である。 また,
夫の所得 につ いては,賃 金
注):ガは,(P-2)の媒、(ωを置きなおし,雌二が+が(まβ)で率が出産期 に従 い上昇す る
表され,所与とする、
場合では,夫 の所得 が上昇
第3表 短時間正規就業 す ると出産期 は早 くな り.
一方,賃 金率が出産期に従
い低下す る場合 では,夫 の
所得が上昇す ると出産期 は
遅 くな り,労 働 時間は減少
注):2囎は,(S-2)と(S-3)の躍llを置きなおし, す る
こ とがい える、,ω浮('3)=輔十2躍ノ葦('3)
岨'潟)二瀬軸2(鋤.ま た第3表 よ り,短 時間
で表され.所与とする,,
正規就業 のケースで は,ペ
ナルテ ィが大 き くな ると,す べ ての場合 におい て出産期 は遅 くな り。 ペナ ル
テ ィの大 きさが労働 時間に依 存 してい る場 合で は労働時 問は減少す るこ とがい
える。ペナ ルテ ィの大 きさが 出産期 に依存 してい る場合 につ いては労働時 間の
変化 は不確定であ る。また,夫 の所得が上昇す ると,す べての場合 において出
産期 は早 くな り,ペ ナ ルテ ィの大 きさが労働時 問に依存 してい る場 合で は労働
時問は増加す る。ペナルテ ィの大 きさが 出産期 に依存 してい る場 合につ いては
労働時 間の変化 は不確定であ る,,
lVお わ り に
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